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衆
議
院
議
員
仲
里
利
信
君
提
出
今
国
会
に
お
け
る
所
信
表
明
や
代
表
質
問
等
で
の
政
府
答
弁
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る

答
弁
書

一
及
び
四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
政
府
の
経
済
政
策
に
対
す
る
国
民
や
企
業
の
見
方
は
様
々
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
が
、
好
調
な
企
業
収
益
を
、
投
資
の
増
加
や
賃
上
げ
・
雇
用
環
境
の
更
な
る
改
善
等
に
つ
な
げ
、
経
済
の
好
循

環
の
更
な
る
拡
大
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

平
成
二
十
九
年
四
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
消
費
税
率
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
へ
の
引
上
げ
に
つ
い
て
は
、
世
界
経
済
が
様
々
な

リ
ス
ク
に
直
面
し
、
内
需
が
腰
折
れ
し
か
ね
な
い
状
況
の
中
で
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
を
総
動
員
し
、
経
済
再
生
・
デ
フ
レ
脱
却

に
向
け
た
取
組
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
構
造
改
革
の
加
速
な
ど
、
総
合
的
か
つ
大
胆
な
経
済
対
策
を
講
ず

る
こ
と
と
併
せ
て
、
二
年
半
延
期
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
「
物
価
安
定
の
目
標
」
の
実
現
を
阻
害
し
た
要
因
に
つ
い
て
は
、
日
本
銀
行
は
、
「
「
量
的
・

質
的
金
融
緩
和
」
導
入
以
降
の
経
済
・
物
価
動
向
と
政
策
効
果
に
つ
い
て
の
総
括
的
な
検
証
」
（
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十

一



一
日
日
本
銀
行
政
策
委
員
会
・
金
融
政
策
決
定
会
合
決
定
）
の
中
に
お
い
て
、
原
油
価
格
の
下
落
、
消
費
税
率
引
上
げ
後
の

需
要
の
弱
さ
、
新
興
国
経
済
の
減
速
と
そ
の
下
で
の
国
際
金
融
市
場
の
不
安
定
な
動
き
と
い
っ
た
外
的
要
因
に
よ
っ
て
、
実

際
の
物
価
上
昇
率
が
低
下
し
、こ
れ
が
予
想
物
価
上
昇
率
の
下
押
し
に
作
用
し
た
た
め
と
説
明
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

こ
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
て
、
同
行
は
、
金
融
緩
和
強
化
の
た
め
の
新
し
い
枠
組
み
と
し
て
、
「
長
短
金
利
操
作
付
き
量

的
・
質
的
金
融
緩
和
」
（
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
一
日
日
本
銀
行
政
策
委
員
会
・
金
融
政
策
決
定
会
合
決
定
）
の
導
入
を

決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
は
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
「
物
価
安
定
の
目
標
」
を
で
き
る
だ
け
早
期
に
実
現
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

安
倍
内
閣
の
経
済
財
政
政
策
に
よ
り
、
デ
フ
レ
で
は
な
い
と
い
う
状
況
と
な
り
、
雇
用
・
所
得
環
境
も
確
実
に
改
善
し
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
二
日
に
政
府
及
び
同
行
が
共
同
で
公
表
し
た
「
内
閣

府
、
財
務
省
、
日
本
銀
行
「
デ
フ
レ
脱
却
と
持
続
的
な
経
済
成
長
の
実
現
の
た
め
の
政
府
・
日
本
銀
行
の
政
策
連
携
に
つ
い

て
（
共
同
声
明
）
」
」
（
以
下
「
共
同
声
明
」
と
い
う
。
）
に
も
あ
る
よ
う
に
、
デ
フ
レ
か
ら
の
早
期
脱
却
と
物
価
安
定
の

下
で
の
持
続
的
な
経
済
成
長
の
実
現
に
向
け
、
政
府
及
び
同
行
の
政
策
連
携
を
強
化
し
、
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
。

二



五
に
つ
い
て

有
効
求
人
倍
率
は
上
昇
傾
向
、
完
全
失
業
率
は
低
下
傾
向
に
あ
る
中
で
、
平
成
二
十
八
年
九
月
に
お
い
て
は
、
有
効
求
人

倍
率
は
一
・
三
八
倍
と
二
十
五
年
一
か
月
ぶ
り
の
高
水
準
、
完
全
失
業
率
は
三
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
約
二
十
一
年
ぶ
り
の
低

水
準
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
雇
用
情
勢
は
、
着
実
に
改
善
が
進
ん
で
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
正
社
員
の
有
効
求
人
倍
率
は
同
月
に
お
い
て
は
、
〇
・
八
八
倍
と
、
平
成
十
六
年
の
調
査
開
始
以
降
、
過
去
最
高

水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
実
質
賃
金
は
、
対
前
年
同
月
比
で
八
か
月
連
続
で
上
昇
し
、
正
規
雇
用
労
働
者
数
は
、

平
成
二
十
七
年
に
八
年
ぶ
り
に
対
前
年
比
で
増
加
に
転
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
雇
用
の
質
が
明
ら

か
に
低
下
し
て
い
る
」
と
は
考
え
て
い
な
い
。

六
に
つ
い
て

日
本
銀
行
は
、
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本
銀
行
政
策
委
員
会
・
金
融
政
策
決
定
会
合
に
お
け
る

対
外
公
表
文
の
中
で
、
長
期
国
債
の
買
入
れ
等
に
よ
り
、
「
あ
と
一
年
強
で
、
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
対
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率

は
百
％
（
約
五
百
兆
円
）
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
共
同
声
明
を
踏
ま

え
て
、
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
「
物
価
安
定
の
目
標
」
を
で
き
る
だ
け
早
期
に
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
と
し
て
、
同
行
が

三



「
長
短
金
利
操
作
付
き
量
的
・
質
的
金
融
緩
和
」
を
導
入
し
、
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
拡
大
方
針
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

我
が
国
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
国
・
地
方
の
債
務
残
高
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
二
倍
程
度
に
膨
ら
み
、
な
お
も
更
な
る
累
増
が

見
込
ま
れ
る
な
ど
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
政
府
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
デ
フ
レ
脱
却
・
経
済
再
生
を
図
り
つ
つ
、

適
切
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
べ
く
、
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
二
〇
一
五
」
（
平
成
二
十
七
年
六
月
三
十

日
閣
議
決
定
）
第
三
章
に
定
め
た
「
経
済
・
財
政
再
生
計
画
」
に
沿
っ
て
、
「
デ
フ
レ
脱
却
・
経
済
再
生
」
、
「
歳
出
改

革
」
、
「
歳
入
改
革
」
を
三
本
柱
と
し
て
、
「
経
済
・
財
政
一
体
改
革
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

七
に
つ
い
て

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
一
日
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
は
、
統
計
の
精
度
や
新
分
野
の
統
計
の
充
実
と
い
っ
た
課
題
が

指
摘
さ
れ
る
中
、
よ
り
正
確
で
、
使
い
勝
手
の
良
い
統
計
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
統
計
へ
の
信
頼
を
盤
石
な

も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
の
観
点
か
ら
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
統
計
を
軸
と
し
た
経
済
統
計
の
改
善
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
「
統
計
を
い
じ
っ
て
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
六
百
兆
円
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
」
と
い
っ
た
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。

八
に
つ
い
て

四



住
民
基
本
台
帳
人
口
移
動
報
告
（
平
成
二
十
七
年
結
果
）
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
七
年
の
東
京
圏
（
東
京
都
、
神
奈
川
県
、

埼
玉
県
及
び
千
葉
県
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
へ
の
日
本
人
の
転
入
超
過
数
は
十
一
万
九
千
三
百
五
十
七
人
と
、
前
年
に
比

べ
九
千
九
百
四
十
九
人
増
加
し
、
転
入
超
過
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

ま
た
、
有
効
求
人
倍
率
（
就
業
地
別
）
が
全
都
道
府
県
に
お
い
て
一
倍
を
超
え
る
な
ど
、
雇
用
・
所
得
環
境
の
指
標
は
、

全
国
的
に
改
善
傾
向
が
続
い
て
い
る
一
方
、
消
費
に
つ
い
て
は
、
総
じ
て
底
堅
い
動
き
と
な
っ
て
い
る
が
、
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
と
い
っ
た
構
造
変
化
も
あ
り
、
地
方
に
よ
っ
て
は
経
済
環
境
に
厳
し
い
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
る
。

政
府
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
東
京
圏
へ
の
人
口
集
中
の
傾
向
や
地
方
に
お
け
る
現
状
を
踏
ま
え
て
、
引
き
続
き
地
方
創
生

に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
る
。

九
に
つ
い
て

お
尋
ね
は
、
政
党
の
代
表
者
と
し
て
の
発
言
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。

十
に
つ
い
て

御
指
摘
の
発
言
は
、
各
議
院
に
設
け
ら
れ
た
憲
法
審
査
会
に
お
い
て
、
憲
法
改
正
に
つ
い
て
の
議
論
が
国
民
の
前
で
進
ん

で
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
趣
旨
で
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

五



十
一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
安
倍
総
理
の
手
法
」
、
「
「
さ
あ
ー
改
正
し
よ
う
、
建
設
的
な
議
論
を
深
め
よ
う
で
は
な
い
か
」
と
言
う
ば

か
り
」
及
び
「
そ
の
手
順
や
方
法
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
の
発
言

は
、
各
議
院
に
設
け
ら
れ
た
憲
法
審
査
会
に
お
い
て
、
憲
法
改
正
に
つ
い
て
の
議
論
が
国
民
の
前
で
進
ん
で
い
く
こ
と
を
期

待
す
る
趣
旨
で
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

十
二
に
つ
い
て

第
百
九
十
二
回
国
会
に
お
け
る
所
信
表
明
演
説
に
つ
い
て
は
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
は
領
土
、
領
海
、
領
空
を
守
る
任
務

に
当
た
る
海
上
保
安
庁
、
警
察
及
び
自
衛
隊
の
職
員
等
に
対
し
て
心
か
ら
の
敬
意
を
表
そ
う
と
呼
び
掛
け
を
行
っ
た
も
の
で

あ
り
、
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。

十
三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
こ
の
よ
う
な
沖
縄
県
民
の
思
い
」
が
、
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
尋

ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
戦
後
七
十
一
年
を
経
て
、
な
お
在
日
米
軍
の
施
設
及
び
区
域
が
沖
縄
県

内
に
集
中
し
て
い
る
現
状
は
沖
縄
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
現
状
は
是
認
で
き
る
も
の
で

六



は
な
く
、
そ
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
は
政
府
の
大
き
な
責
任
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
、
一
つ
一
つ
、
確
実
に
改
善
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。
御
指
摘
の
「
名
護
市
辺
野
古
新
基
地
建
設
」
及
び
「
東
村
高
江
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
」
に
係
る
工
事

も
、
こ
の
よ
う
な
沖
縄
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
後
者
に
当
た
っ
て
、
自
衛
隊

は
、
安
全
か
つ
円
滑
に
工
事
を
実
施
す
る
た
め
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
資
機
材
の
運
搬
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま

た
、
海
上
保
安
庁
は
、
海
上
の
安
全
及
び
治
安
を
確
保
す
る
た
め
の
業
務
を
適
切
に
行
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
沖

縄
県
警
察
に
お
い
て
は
、
抗
議
活
動
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
現
場
に
お
け
る
混
乱
及
び
交
通
の
危
険
の
防
止
等
の
た
め
に
必

要
な
警
備
活
動
を
適
切
に
行
っ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

七


